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は じめに

17世 紀 イギ リス の宗 教詩 人 ジ ョー ジ ・ハーバー ト(GeorgeHerbert,1593-1633)

の詩集 「教 会 」(1633年 刊 『聖 堂』所 収)に は,心 の葛 藤 や神 との対話 を伝 え る作

品が多 く納め られている。だが,そ うい った旧約 の詩編 を彷彿 とさせ る個人的な内

的独 白の詩 は,見 方 を変 えれ ば,同 じ事 柄 で心悩 ませ る者 に対 して範例 とも手本 と

もな り得 る。実際の ところ,ハ ーバ ー トは 自分 の作 品 に広 く一般の人々を啓蒙す る

教育的意図を持たせていたのではないか と思われる。例 えば,祭 壇 や 翼 の形 を した

図形詩 や寓 話仕立 ての物語詩を織 り交ぜ,読 者が 退屈 しない よ うに教訓 を説いた り,

身近 な動 植物 そ して家庭 的 な事物 をイメー ジとして用い,抽 象 的 な概念 を具体 的 な

もの に置 き換 え,彼 らの理解 の一 助 に して い る。

ハ ーバー トは晩年の3年 間 を ソールズベ リー近郊 の鄙 びた村ベマ トンで教 区司祭

として過 ごした。彼は教 区の人々に仕事 の手を休め,主 の教 えや説教 に耳 を傾 け て

も らうために様々に工夫を凝 らしたとい う。その一つの方法は,込 み 入 った レ トリ

ックを駆使 せず,ス テ ン ド ・グ ラスの如 く,目 に見 える形 で わか りやす く提 示する

ことであった。聖職者兼詩人にとっては,教 会 堂 にあ る もの はす べ て神 の栄光 を表

し,家 の壁 で さえ聖書 の言葉 を書 き付ければ,無 為 な存 在 で はな くな る とい うので

ある1)。
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教区司祭 としての実務経験 をもとに,田 舎司祭 の あ るべ き姿,果 たす べ き役 割 な

どを克 明 に記 したのが 『聖堂 の司祭』(APriesttotheTemple,1652),あ るい は

『田舎 司祭』(The(;`ountryParson)と して知 られ る散文 の作 品 であ る。ハーバ ー ト

は 『田舎司祭』第22章 で,教 区 内で行 うべ きサ クラ メ ン ト,つ ま り洗 礼 と聖餐 につ い

てそ の意義,手 順 な どを論 じて い る。後 者 に関 しては,例 えば,聖 餐 を授 か る こ とが

で きるの は,一 定 の年齢 に達 したか らで はな くて,そ の意味 す る ところ,す なわち

普 通 の食 事 と違 った特 異性 を認識 しているか どうかで ある,と 規 定 して い る2)。

で はい ったい聖餐 の特 異 性 とは どういうことであろ うか。はた して,詩 人 は聖 餐 の

重要 性 を詩 で は どの ような形で具体的に表 しているのであろうか,そ の一端 を 「苦

悶」("TheAgonie")と 題す る詩 の なか に探 って みた い と思 う。

1罪 と葡萄搾 り器 と してのゲ ッセマネ

ハ ーバー トの詩 を読 み解 く上で重要 な鍵 となる概念 は対 をなしてい る場合が多

く,罪 と愛 もその一対 で あ る。 この対概念が 「苦 悶」で,イ エ ス ・キ リス トが流 す

瞭 いの血 に関連 して扱われている。第1連 の 出だ しは こ うで あ る。 自然科学者はこ

れ まで山の高 さを測 り,海 の深 さを測 るな どして 自然 界 を隈無 く探索 して きた。 だ

が,心 の世界 には,ま だ十分 究 明 され てい ない広 大 な領域がある として,罪 と愛 の

二つ を挙 げ る。 そ して,第2連 で は,ま ず,罪 を認識 す る方 途が 具体 的 に示 される

が,そ れ はオ リー ブ山 にあ る とい う。

...thereshadhesee

Amansowrungwithpains,thatallhishair,

Hisskinne,hisgarmentsbloudybe.("TheAgonie"8-10)

ルカ福音書 によると,イ エ ス は最 後 の晩餐 を終 えた あ と,オ リー ブ山の麓 のゲ ッ

セ マ ネの園で,こ れか ら立 ち向か う受難 に備 え,血 の汗 が滴 り落 ち るほ ど祈 った と
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い う(Luke22:44)。 また,ハ ーバ ー トの 「犠牲 」,イ エ スが語 り手 とな り,受 難

を振 り返 り独 白す る とい う枠組みの詩では,ゲ ッセマ ネで流 すの は 「血 の涙」 とな

っている("TheSacrifice"22,14959)。 いず れ に して も,ゲ ッセ マ ネ とは,語 源

的 にオ リー ブの実 か ら油 を搾 る器械のことであ り,イ エ ス はあたか も圧搾 器 にか け

られ,オ リー ブ油 な らぬ血 液 を搾 り取 られ るかの ようである3)。 ゲ ッセマ ネは ま

ことに悶 え苦 しむ イエスに相応 しい場所 と言わなければな らない。

苦 悶するイエスが血 の汗,血 の涙 を流す のであ るか ら,そ の拷 問の器械 は,オ リ

ーブ搾 り器(ゲ ッセマ ネ)よ りも葡 萄搾 り器(winepress)の 方 が相応 しい
。 旧約

さかぶね

の イザ ヤ 書 に,酒 槽(winevatorwinefat)を 踏 み 赤 い衣 を 身 に纏 う とい う記 述 が

タ イ プ

ある(Isaiah63:1-3)。 これ は主 の怒 りと報復 の血 を表 し,キ リス ト受難 の原 型 と

見 なされ る。血の色がワインを連想 させ,葡 萄搾 り器 へ の転 換 を促 して い る。 イザ

ヤ書の酒槽が福音書では圧搾器へ と進化 し,キ リス トが 受 け る苦 しみ も増 幅 する。

Sinneisthatpresseandvice,whichforcethpain

Tohunthiscruellfoodthroughev'ryvein.("TheAgonie"11-2}

1570年 頃 の民 衆版 画 に,イ エス の血 が教 皇 に よって樽 に詰め られ る 「神秘の(ぶ

ど う)圧 搾 器 」 とい うの が あ る4)。 そ れか らも判 る とお り,キ リス トを圧搾 器 に

か け血 を搾 り取 るとい う考 え方は,当 時 と して は さほ ど珍 し くは なか った。 だが,

引用 の詩 行で は,外 圧 をか け液 汁 を搾 り取 る とい う観点か ら一歩踏み込んで,そ の

内側 で は別 の力 が働 い て,脈 管 内 の血液 を押 し出 させ る様 子が描かれていて,そ の

点 はハ ーバ ー ト特 有 の見 方 である。 内なると力 は,何 であ ろ うか。 ハ ーバー トが若

い ころか ら苦 しんでいた病気であろうか。自伝的要素が色濃 く反映 している 「苦悩」

お こり

(1)("Affliction"[1])と 題 す る 詩 に は,血 管 内 に 巣 くう癒 が 描 か れ て い る。

Myfleshbeganuntomysoulinpain,

Sicknessescleavemybones;

Consumingaguesdwellinev'ryvein,
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Andtunemybreathtograones.("Affliction"[1]25-8)

癖 は,確 か に,肉 体 を苦 しめ陣 き声 を上 げ させ るが,血 を搾 り取 る こ とは ない。 そ

れ に,餌 ・食べ 物 を探 し回る とい う観 点か らすれば,病 気 とい う よ りも,何 か生 き

物 の ような存在 であ ろ う5)。

ハーバ ー トが愛読 ・愛 用 した詩編の59番 で は,流 血 の罪 を犯 す敵 が餌 食 を探 し求

め る犬に喩え られている。サー ・フィリップ ・シ ドニーの遺志 を受け継 ぎ,そ の妹

ペ ンブル ック伯 爵夫 人が パ ラフレーズ した詩編59番 は,6行1連 の構 成 で,押 韻形

式 はababccで あ り,「 苦 悶」 のス タ ンザそ して押 韻 形式 と同一であ り,さ らに祈

疇書 そ して欽定 訳聖 書 に収め られている詩編 と較べ ると,よ り鮮烈 で具体 的 な イメ

ー ジ とな っている6) 。

Ashoundsthathowletheirfbodtogett,

Theyrunnamaine

Thecitiethroughfromstreettostreet,

Withhungreymawsomepreytomeet.(SidneianPsalms59:27-30)7)

ハーバー トは血 を搾 り出す拷問のイメージに,餌 を求 め て体 内 を巡 る犬 を援用 し

た のであろ うか。獲物 を執拗に追いかけるという点は同 じであるが,探 し求 める領

域 が 街 の通 り と体 内 の血管 とい う違 いが ある。 た しか に,「 苦 悶」 の 詩 行 で は,

"
pain"と 韻 を合 わせ るため に"street"で はな く,"vein"を 用 い ざる を得 なか っ

た と考 え る こ とはで きる。 とい うの も,ハ ーバ ー トはや は り,先 ほ ど引用 した詩

「苦悩 」(1)に お い て も同様 に,"pain"と"vein"と に韻 を踏 ませ てい て,対 と

なる押 韻 のパ ター ンと考 え られる。だが,押 韻 の工夫 だ けで ない要素 が あ るように

思われる。

そこで思い起 こされるのが,体 内の暗 闇の世界 に蚕 き,脈 管 を行 き来す るモ グ ラ

で あ る8)。 ハ ーバ ー トは,「 苦 悶」 そ して 「苦悩 」(1)と 同様,6行1連 の構i成

でababccの 尾 韻 を持 つ 「告 白」("Confession")と 題 す る詩 で,苦 悩 がモ グラの
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如 く体内の血管 を巡 り,情 け容 赦 な く獲物 を狩 る様 子 を描いている。

Wearetheearth;andthey,

Likemoleswithinus,heave,andcastabout:

Andtilltheyfootandclutchtheirprey,

Theynevercool,muchIessegiveout.(℃onfession"13-6)

祭儀の規定 を示 したレビ記 によると,モ グ ラは不 浄 の動 物 で,食 べ て も死骸 に触

れて もい けない とい う(Leviticus11:29-30)。 また,イ ザヤ 書で は,モ グラ は偶像

崇 拝 の徒 を象徴 してい る(Isaiah2:20)。 この ように,旧 約 聖書 で はモ グラ はネ ガ

テ ィヴな扱いを受 けている。 イエスの聖 なる体 内にモ グラが蚕 くとは,ハ ーバ ー ト

の時代 デ コー ラム に違 反する描写であった と思われる。 しか し,宗 教詩 と して いか

に不 適切 な比 喩表現であった として も,人 々の信仰 の深化 に役 立 て ば,あ え て使 う

だ けの価 値 はあろ う。 当時のイギ リス人に,身 近 な小動 物 モ グ ラを宗教 詩 に不相応

なイメージとして用いることによ り,イ エ スが苦 悶す る様 子 が よ り一層鮮 明に伝 わ

って くる。

ハーバー トは 『田舎司祭』の第34章 で,詩 編59番11節 の 「力 の神」 を引用 してい

るが,そ の詩編 に現 れ る印象 的 な 「獲物 を求めて俳徊する犬」のイメージは,残 念

なが ら彼 の詩や散 文 で は用 い ていない。一方,モ グ ラの方 は 「教 会」 内 で シ ミリー

として2度 使 用 され てい て,体 内の血管 を巡 り獲 物 を狩 る イメージとしては,飢 え

た犬 よ り相 応 しい と言 え るの ではないか と思 う。

この ように,ハ ーバ ー トは 「苦 悶」 の第2連 で,'iエ スが 悶 え苦 しみ なが ら流す

血及 びその姿を示すために,葡 萄 搾 り器 を拷 問の道具 として用いた。だがその圧搾

器は彼 の考案によるものではないが,そ の イメー ジの敷街 に獲物 を狙 うモグラを詩

行に埋没 させ,身 体 の 内側 か ら も血液 を搾 り取 り苦悶を増幅 させ た点は,身 近 な生

き物 を使 っ てキ リス トの教 えを具象化 させ るハーバー ト独 自の創意工夫である。

だが,罪 を認 識す る方 途 を示 す第2連 で大切 な こ とは,搾 り取 られ たイエ スの血

が罪 といかなる関わ りがあるか ということである。人間同士が盟約関係 を締結する
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とき,飲 み食 い を共 にす る こ とが多 い。血の繋が りのない者 同士 は,犠 牲 の血 を流

し,共 食 の儀式 を持 つ こ とで,互 いの絆 を強 め るの であ る。 また,当 然 その と きに

は,こ れ まで いか な る怨恨 が あ った として も,水 に流 され るこ とにな る。 人 間の盟

約 と同 じように,旧 約 の神 が イス ラエ ルの民 と契 約 を結ぶとき,共 餐す るか どうか

は別 に して,祭 司 は小 羊 な どの生 け賛獣 を屠 り血 を取 り,食 事 を供 す る9)。 旧約

のエ レ ミヤ書 に は,新 たに契約 が結 ばれ る ときには,こ れ まで の罪が赦 され る と記

され(Jeremiah31:34),新 約の ヘ ブラ イ人へ の手 紙 で は,イ エス は大 祭 司 と して

山羊 や 子 牛 の血 で はな く,自 身 の 血 に よっ て,永 遠 のPい を成 し遂 げ た とあ る

(Hebrews9:12)。 従 って,ゲ ッセマ ネで イエ スが流す 血 は,新 たな契約 と罪 の赦

しを表 してい ると考えられる。イエスがゲ ッセマネに向かうまえに,弟 子 た ち と最

後 の晩餐 を と りなが ら,「 皆,こ の杯 か ら飲 み な さい 。 これ は,罪 が赦 され る よう

に,多 くの 人 の ため に流 され るわ た しの血,契 約 の血 で あ る」(Matthew26:27)
ことば

と暗示的な詞 を言 ったの もこのためであったlo)。

主 の晩餐 が 催 され るの は,過 越 祭 ・除酵祭 の ときで あ り,イ エ ス と使 徒 た ち は,
たね

種入 れぬパ ンと生 け賛の小羊の血の代 わ りに,パ ンを裂 きワイ ンを飲 んだの である。

小羊の血 はイエスの血 とな り,最 終 的 にはワイ ンへ と変 わる。 ハーバー トの 「葡萄

の房」 と題す る詩の最終連では,イ エ ス は 「葡 萄搾 り器 にか け られ,そ の結果,律

法 の酸 い搾 り汁 か ら甘美 なワイ ンがで きた」("TheBunchofGrapes"27-8)と あ

る。 イエ スが ゲ ッセマ ネで流す 血の滴 りは,来 るべ き本 当の受 苦 の前 兆 で,そ の と

き罪 の赦 しが全 うされ る と ともに,肉 と命 を繋 ぐ聖 な る血 は,愛 の力 に よって ワイ

ンへ と変 わ る。

H愛 と血の奔流としての十字架

イエスは人間が犯 した罪のために,圧 搾器 にか け られ るが 如 く悶 え苦 しみ,全 身

か ら血 の汗 及 び涙 を流 す。罪 を知 りたい者は,オ リー ブ 山の麓の ゲ ッセマ ネに赴 き,

罪 の膿 い の ため に苦 悶す る イエ ス を瞑想 しなければな らない。 ところが,「 苦 悶」
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の第3連(最 終 連)で は,イ エ ス は愛 の力 に よって,血 の汗が じわ じわ と滲み 出 る

滴 りどころではな く,溢 れ出 る奔 流 の よ うに血 を流 す 。愛 を認識する方途 は,十 字

架 にあ る とい う。

Whoknowsno七Love,1ethimassay

Andtastethatjuice,whichontheCrosseapike

Didsetagainabroach;then].ethimsay

Ifeverhedialtastethelike.("TheAgonie"13-6)

イエスはゲ ッセマネで最後の祈 りを済ませ たあ と,逮 捕処 刑 され る。 ヨハ ネ福 音

書 に よると,イ エ スは十字 架上 で,ヒ ソプで清 め られた酸 い葡萄 酒 を口に含 んだあ

と息絶 る。そのあ と兵十 の一人が槍 でイエスの脇腹 を刺す と,そ こか ら血 と水 が流

れ 出た とい う(John19:28-34)。 そ れ を踏 まえ詩 行 で は,イ エ スの 身体 は ワイ ン樽

か革袋 に喩 えられ,脇 腹 を槍 で突 か れ る と,栓 を開けたが 如 くワイ ン として の血が

送 る。
タイポ ロ ジ　

新約で起 こる出来事 は,す で に旧約 に現 れて い る と考 えるのが予表論であるが,
ア ンチ タイ プ

その考え方 によると,イ エ ス の脇 腹 か ら送 る血 とい う対 型は,出 エ ジプ ト記 に見

い 出 され る(Exodus17=1-6)。 モ ー セが イス ラエ ル の民 を引 き連れ,シ ンの荒 野

か らシナ イ 山に向 けて進んでい るときのこと,水 不 足 に陥 り,主 導者 モ ーセ に対 し

て不平 不満 がつのる。民はモーセを石で殺害 しようとした。そこでモーセは,杖 を

手 に取 り岩 を打 ち,そ こか ら水 が 湧 き出 て,民 の渇 きは癒 され怒 りが しず まった と

いう。杖 と岩はモーセの奇蹟 を表す とともに,来 るべ き約 束実現 の手付 け とな って

いる。ハ ーバ ー トは 「犠牲」 で,「 岩 か らお び ただ しい量 の 天上 の祝福 が絶 えず流

れ出る」("TheSacrafxce"170-1)と 言 い,ま た 「知 られ ざる愛」 では,「 大 きな岩

の脇 か ら溢 れ 出 る,血 の奔 流」("LoveUnknown"14-5)と 記 して い る。 モ ーセの

奇蹟 を前提 とし,杖 は兵士 の槍 とな り,岩 はイエス の脇腹 となる。

罪 の認識方途 を示す第2連 で は,イ エス を拷 問す る器 械 は,葡 萄 搾 り器 であ った。

じわ じわ と滴 るように血が搾 られ る。それに較べ ると,愛 を知 る方途 を示す 第3連
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では,致 命傷 を負 わす槍 とな り,イ エス の傷 口 は,全 身が扉 に なったか の よ うに血

が送 る。聖 なる血 は,出 エ ジプ ト記 の岩か ら遊 る水 とダブ り,干 澗 らび た人 々の心

を潤 す 。

ところで,土 地 を肥 沃 にす る方法 の一つ は,ハ ーバ ー トが 『田舎司 祭』 第32章 で

紹 介 して い る よ うに,土 地 に水 を引 き溢 れ させ る こ とであ るll)。 当地 の領 主 で あ

り,ハ ーバ ー トの庇 護 者,ペ ンブル ック伯 ウィ リアム ・ハ ーバ ー ト及びその弟 フィ

リップ ・ハーバー トによって導入 されたばか りのこの灌溜濃 法は,ハ ーバ ー トが担

当 してい た教 区ベ マ トン界隈で,司 祭館 及 び教会 堂 の近 くを流 れ るエイヴォン川の

支流,ナ ダー川 か ら取 水 し実 際 に行 われていた12)。 ハ ーバ ー トは,そ の 川沿 い を

散 策 しなが らソー ルズベ リー大聖堂 まで通っていた。彼 は,見 慣 れ た灌概 をイメー

ジ と して,「 聖霊 降臨祭」("Whitsunday"),「 ユ ダヤの 民」("TheJews")な どの

詩 で用 い てい る13)。

ハ ーバ ー トが イエス の脇腹 か ら鮮血が送る と言 うとき,彼 は灌概 の イ メー ジを踏

まえ,聖 なる血 が罪 に汚れ た人 の心 に洪水 のように流れ込み,豊 饒 にす る と心 に思

い描 い て い た に相違 ない14)。 創 世 記 で,大 洪 水 の あ とノ アが大 地 に降 り立 ち,農

夫 として始 め た仕事 は,ワ イ ン用 の葡萄畑 を造 る こ とであった。 イエスは,ノ アの

仕 事 を受 け継 ぎ発 展 させ た と考 えられる。 なぜ なら,「 苦 悶」 の 第3連 の最後 の2

行 で は,脇 腹 か ら流 れ 出 る命 の血 は,ワ イ ンとな るか らで あ る。

Loveisthatliquoursweetandmostdivine,

WhichmyGodfeelsasbloud;butI,aswine.("TheAgonie"17-8}

さらに,ハ ーバ ー トが ワイ ン と言 う と き,彼 は国教会 に属す る聖 職者 で あったの

で,当 然 の こ となが ら,ま ず 第一 に想 起 され るの は,聖 餐式 の ワイ ンで あ る。 「犠

牲」 で は,

Fortheywillpirecemyside,Ifullwellknow;

Thatassinnecame,soSacramentsmightflow:("TheSacrifice"246-7}
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とある。イエスは脇腹 を突かれ,罪 と しての イ ヴが ア ダムの脇 か ら生 まれたように,

その ように脇腹 か らサ クラメ ン ト,つ ま り聖 餐 の ワイ ンが流 出す る。

聖餐 を受けるとき,パ ンとワイ ンが物 質 的 にキ リス トの肉 と血に変化する と考 え

るのが化体説(transubstantiation)で あ るが,国 教会 の教 区司祭 であ っ たハ ーバ

ー トの場合 iあ くまで も象 徴 的 な意 味 にお いて,人 間の罪の た め犠 牲獣 の ように血

を流 した主イエス ・キ リス トの愛 を瞑想 しなが ら,「 教 会」 内で ワイ ン を聖餐 台 に

供 す るのである。従 って,「 多 くの 人 は卓 上 で主 の聖 な る血 を,単 な る ワイ ン と し

て飲 む」("LoveUnknown"40-1)の であ る。

犠 牲 となる イエ ス はs罪 の蹟 いの ため にお びただ しい量の血を流す。血は体外 に

出た とたん腐 り始める。 だが,ワ イ ンは オ リー ブ油 と同様 に,あ る程度 時 間の経過

に左右 されず,永 遠 なる もの を垣 間見 させ る液体である。聖 なる血 はワインとなっ

て初 めて,イ エス の死後,我 々が 日々積 み重 ね るbを 清算 す る こ とが で きる。

「良 心」 と題す る詩で も,聖 な る血 は ワイ ンと同一視 され,そ れ を飲 む こ とで汚

れた心 を洗浄 し,血 肉 を新 しくす る("Conscience"14-5)。 ハ ーバ ー トに と り,ワ

イ ンと しての イエ ス こそが,す べ ての罪 を赦 す愛 の証 で あ る。

結び

ハ ーバー トは 「苦悶」 と題する詩のなかで,罪 と愛 とい う対 概念 を取 り上 げ,旧

約 ・新約 聖書 を背景 に身近 なイ メージを駆使 しなが ら,そ れ らを具体 的 に 目に見 え

る形 で提示 した。罪 を知 るにはオリーブ山の麓のゲ ッセマネの園に赴 き,こ の世 の

最 後 の祈 りを捧 げ る イエ スの苦悶の様子 を瞑想 しなければならない。祈 りの最中,

イエ ス は葡 萄搾 り器 にか け られ血 を搾 り取 られるが如 く,血 の汗,血1の 涙 が 地面 に

滴 り落 ちる。血 の滴 りは,罪 の赦 しを表 してい るが,来 るべ き本 当 の苦 難 の予 兆 で

もあ った。

愛 を知 るには傑刑の十字架に思いを巡 らせ,死 んだ あ と まで槍 で脇 腹 を刺 され る

イエスの受難 を黙想 しなければならない。イエスの身体 はワイン樽か革袋に喩 えら
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れ,脇 腹 の傷 口か ら血が 溢 れ出 る。 イエスは,過 越 の生 け贅 の代 わ りに艶 自分 自身

を犠牲 とし血 を流 し罪の膿 いをした。イエスの脇腹か ら送 った聖なる血は,ワ イ ン

と転 じ聖餐 台 に載せ られ,そ の重 要性 ・象 徴性 を認識 し飲 む人の血 肉となるばか り

か洗い清 め もす る。 ワイ ンとしてのイエス こそ,ハ ーバ ー トに とっ て愛 の証 で あ

る。

ハーバー トは罪 と愛 を具象化す るのに,葡 萄搾 り器 と槍 とい う伝 統 的な拷問の器

械 と武器 を用いるだけではな く,当 時 の イギ リス 人 に よ く知 られ 身近な存在であっ

たモグラと担当の教区で導入 されていた灌瀧のイメージを援用 した。特に前者 は宗

教詩 には相応 しくないイメージと考えられるが,ハ ーバ ー トは聖職 者 であ る まえに

詩 人で,込 み入 った レ トリックを捨 て去 る態度 を表明 しているものの,比 喩表 現 を

完全 に放 棄 した ので はな く,隠 す ように努 め たの であ る。モ グラは隠れた技巧の一

つである。
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堂1986)を 参 照 し た 。
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"Andintheeveningtheywillreturn:grinlikeadog
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セ ル の 『動 物 誌 』(1607)に 関 連 し て 」 創 価 大 学 英 文 学 会 編 『英 語 英 文 学 研 究 』
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CristinaMalcol皿son,Heart-Work:GeorgeHerbertandtheProtestantEthic

(Stanford:StanfordUP,1999}15Q-1,196-5.
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